令和８年度　第１回ケンシン・プラスワン運動推進委員会　会議録要旨

	１　日時
	令和８年５月２８日（木）
	午後２時から午後３時３０分

	２　場所
	防府市保健センター

	３　出席者
	【委員】
上田委員、竹田津委員、福田委員、山本委員、藤原委員、吉村委員、松野委員（代理：藤田）、藤井委員、辻委員、原田委員、野村委員、田中委員
（事務局）
尾中（保健こども部長）、小野（健康増進課長）、島（技術補佐）、津田（課長補佐）、岩下（保険年金課長）、金子（課長補佐）
健康増進課：渡邊係長、川脇、白石、三好、髙山、久保田、深田
保険年金課：伊藤係長、岡田

	４　傍聴者
	２名

	５　議題
	（1） 防府市のケンシンの現状・課題について
（2） ケンシン受診率向上に向けた取り組みについて（意見交換）
（3） その他



・次第「1　開会」「３　閉会」は記載省略

２　議事
（1） 防府市のケンシンの現状・課題について　（資料１）　
＜事務局説明＞
防府市のケンシンの現状・課題について

（２）ケンシン受診率向上に向けた取組について（意見交換）

（３）その他

（２）ケンシン受診率向上に向けた取組について（意見交換）
【事務局】
　グループワークでは主に、「１人でも多くの市民が必要なケンシンを受けるために声を掛けあって受診者を増やすよう、団体として、ご自身としてすでに取り組んでいることや今後取り組めそうなこと。そして市や他団体に対してのアイデアや希望すること」の意見をいただきたい。事前に記入していただいた「意見記入シート」も踏まえ、建設的な意見交換をお願いしたい。


【Aグループからの意見（Ｂ・Ｉ・Ｊ委員）】
これまでの取り組みとして、歯科医師会では企業ケンシンや企業に直接話をしている。学校関係では、小学６年生に生活習慣病、中学生にはがんについて学ぶ授業をしている。
　今後、団体として取り組めそうなことは、歯科医師会では検診ガイドを従業員や診察に来た方に渡す。学校関係ではがんについてパンフレットを作成し、こどもが親に渡す。こどもからメッセージが書いてあれば、親が受診するという変容を起こすのではないかという意見があった。

【Ｂグループからの意見（Ａ・Ｄ・Ｈ委員）】
　いろいろな取り組みがある中で、大きい企業は保険や組合がしっかりしているため、ケンシンを時間内に受けたりしていると思うが、個人の小規模事業者などは仕事が優先でケンシンに時間が取れないという状況になりやすいのではないか。どうしたらケンシンを受ける環境になるか？健康は後回しになりやすい。
１年前の健診結果を持って受診された人がいる。労働安全衛生法上は、ケンシンを受けさせるという内容はあると思うが、さらに受診後何ヶ月以内に精密検査まで受けさせるようなことができればいいのではないか。
　あとは、若い頃からケンシンを受けるというところで、今、県で学生サポーターという事業があり、その事業を活用し、ケンシンについて協力していけたらいいのでないかという意見があった。
　また、行ってみたくなるような（普段行かない）会場へ変更したり、企業と連携しインセンティブがあるような取り組みがあればいいという意見があった。

【Ｃグループからの意見（Ｃ・Ｆ・Ｋ委員）】
今、取り組んでいること、今後取り組めそうなこととして、防府地域産業保健センターは、従業員５０人未満の中小企業を対象に、健康診断実施後の意見聴取への対応を行っているが、その際に昨年から企業担当者等に、県保健所と市保健センター作成のがん検診・特定健診等の受診率アップを目標としたチラシを配っている。今後もその取組を続けていきたい。
高齢福祉課は、介護予防のグループにチラシ配布やケンシンの案内ができる。
防府薬剤師会は、市内の健康サポート薬局として登録されている薬局や、健康エキスパート薬剤師が在籍する薬局で、ケンシンについて周知するイベントを実施できるかもしれない。
市民がケンシンを受けやすくする取り組みの意見として、ネットが便利になっているが、フェイストゥフェイスがやはり大事なのではないか。しっかり会って説明したり市民と会う機会を増やすこともいいのではないか。
また、高齢者には掲示や分かりやすい媒体で説明し、ネットは若い人に人気であるため、年代に応じた取り組みが必要である。
総合がん検診が人気だが、なぜ人気なのかを分析することでがん検診を受ける人が増えるのではないかという意見があった。

【Dグループからの意見（Ｇ・Ｅ・Ｌ委員）】
　食生活改善推進協議会は、前はケンシンの受付をしていたが、今はその役割がなくなり残念に思う。これからも声掛けは続けていきたい。
　働いている世代がケンシンを受けやすいように、勤務時間内にケンシンが受けられるような仕組みを持つ企業が増えればいいと思う。
　協会けんぽは、現状として防府市のケンシンの日程に合わせてケンシンをしているが、逆に協会けんぽのケンシンの日程に防府市のケンシンを行うことができないかという意見があった。
　また、協会けんぽと防府市のお互いのホームぺージにリンクを貼り付け、対象の方が自分の保険のところのケンシンが受けられるような仕組みも作れたらいいのではという声があった。
広報的なところでは、今まで広報ポスターやチラシなどいろんなことをやってきたが受診率が上がらなかった。今、時代が変わってきてＳＮＳやインスタグラム、ＬＩＮＥなどが主かと思うが、そこに広告を流すときに、ちょっとひねりを入れ、みんなに響くような、若い世代に響くような方法ができたらよいのでは、という意見もあった。
　これは、他県がすでにやっていることだが、ふるさと納税の返礼品にケンシンの受診券をつける、という取組がある。例えば防府市が実家で東京に住んでいる人は、防府市にふるさと納税をしてその受診券の送付先を実家にすると、その受診券を使って親がケンシンを受ける、という仕組み。取り組みとしては面白いと思った。

【事務局によるまとめ】
ケンシン・プラスワン運動は、市民の人が健康に過ごせるためにケンシンを受けてない人に受けてもらえるためにはどうしたらいいのかというアイデアを出し、みんなが受けるべきケンシンを受けるという風土づくりである。
6月1日から医療機関のがん検診、国保の特定健診、人間ドックが始まる。ぜひお受けになっていただけたらと思う。また、家族や近所の方、職場の方、1人でも多くの方にお声を掛けていただきたい。
いろいろな意見を出していただいたが、いろいろな取り組みを各団体してきている。その中で、1歩進んでできたらいいなという取り組みを出していただいた。
体制の問題になると思うが、勤務時間内にケンシンが受けられる仕組み、これは大事なことだと思った。今からいろんな企業を回る中で、そういう企業があったらぜひ紹介させていただければと思う。
協会けんぽの集団健診の中にがん検診を合わせるということについては実施できたらいいと思った。
お互いのホームページにリンクを張ることについては、田中委員より「防府市のホームページは基本的にはリンクフリーでリンクを張ってよい。」とのこと。
　周知については、ＳＮＳやインスタも大事だが、Ｃグループの意見、フェイストゥフェイス、声掛けかなと思う。その人に合ったケンシンの方法を聞いていくというところが大事かなと思う。

皆さん方からいただいたシートの中で少しご紹介をしていけたらと思う。
今からできそうなこととしては、医師会の委員からの意見だが、風邪で受診した患者さんに「ケンシン受けた？」という声掛けの体制を医師会全体で取り組んでいけたらいいなという意見があった。また、予防的な介入が大事なため発信していきたいという意見や、薬剤師さんからは、健康サポート薬局やエキスパート薬局の利用ということも出た。
　学校教育課の委員の意見として、こどもたちから親に向けて、「お母さんお父さんケンシンを受けてね」というメッセージは有効だろうと思った。
　
最後にその他のアイデア・おもいというところで、医師会と歯科医師会の先生からの意見を少し紹介する。
　無関心層へのアプローチというところで、防府市の現状をどのように市民に届けるのか、それぞれの市民が聞いて、自分ごととしてとらえてもらえるにはどうしたらいいのか、データを見て、強い危機感を医療者として示している、という意見をいただいた。
また歯科医師会の委員からは、口腔がんについてのテーマの提示があった。
口腔がんは国のがん検診には指定されておらず、防府市でもやっていないが、歯科健診を受ければ、早期に見つかるとのこと。
　このケンシン・プラスワンは、がん検診、特定健診が主な話にはなるが、それだけでなく、市民のみなさんが受けるべきケンシン、歯科検診や骨粗鬆症のチェックなど、いろいろなケンシンすべて含まれると思う。
今日参加された皆様自身がまずケンシンを受けていただいて、身近な方にお伝えをしていただけたらと思う。


（３）その他
【事務局より】夜間内科オンライン診療のお知らせ
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